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呼 吸 器 感 染 症 に対 す るpazufloxacinの 臨 床 的 検 討
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新 しい経口用キノロン系抗菌薬であるpazufioxacin (PZFX)を 呼吸器感染症7例 に投与 し,そ

の臨床効果および安全性 について検討 した。

疾患の内訳は,急 性咽頭炎1例,下 気道感染症6例 である。臨床効果 は,著 効2例,有 効3

例,や や有効1例,無 効1例 であった。副作用は,1例 で嘔気 を認めたが,投 与 中止後すみや

かに消失 した。臨床検査値異常は,認 められなかった。
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Pazufloxacin (PZFX)は,新 しい経口用キ ノロン系抗菌

薬であ り,グ ラム陽性菌,グ ラム陰性菌に広範囲な抗菌

スペク トルを有 し,殺 菌的に作用する1}。

今回,PZFXを 呼吸器感染症に使用 し,そ の臨床効果

および副作用 を検討 した。

対象患 者は,平 成5年5月 か ら平成5年6月 までの

間に当科 を受診 し,本 剤投与の同意の得 られた27歳 か

ら72歳(平 均年齢52歳)の 呼吸器感染症7例 で,男4

例,女3例 である。疾患の内訳は,急 性咽頭炎1例,下

気道感染症6例(基 礎疾患は気管支拡張症3例,び まん

性汎細気管支炎3例)で ある。投与方法はPZFXを1回

100～200mg,1日2～3回 経 口投与 した。投与 日数は,3

～14日 間(平 均11日 間) ,総 投与量 は1.8～8.49(平 均

5.29)で あった。臨床効果は,下 気道感染症では,1日 痰

量,痰 性状,細 菌学的効果,血 沈,CRP,白 血球数などを

総合的に判定 し,著 効,有 効,や や有効,無 効,判 定不

Table 1. Clinical and bacteriological results in pazufloxacin treatment

NF: normal flora, RTI: respiratory tract infection, DPB: diffuse panbronchiolitis
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Table 2. Laboratory findings before and after administration of pazufloxacin

ND: not done, B: before, A: after

能の5段 階 に判 定 した 。 細 菌 学 的 効 果 は 起 炎 菌 の 推 移 に

より消失,減 少,菌 交 代,不 変,判 定 不 能 の5段 階 に判

定 した。 副 作 用 に つ い て は,発 熱,発 疹,消 化 器 症 状 な

どの臨床 症 状,血 液 像,肝 ・腎 機 能 な ど をPZFXの 投 与

前後 で調 べ た 。

PZFXの 臨 床 成 績 をTable 1に 示 し た。 臨 床 効 果 は急

性咽 頭炎1例 は,有 効,下 気 道 感 染 症6例 で は,著 効2

例,有 効2例,や や 有 効1例,無 効1例 で あ り,全 体 で

は7例 中 著 効2例,有 効3例,や や 有 効1例,無 効1例

で あっ た。

細 菌学 的効 果 はHaemophilus influenzae 2例, Moraxella

catarrhalis 1例 で は,菌 の 消 失 を 認 め た 。Streptococcus

pneumoniae 1例(MIC 1.56μg/ml)は 不 変 で あ っ た 。

起 炎 菌 別 の 臨 床 効 果 は,H.influenzae 1例 と H.in-

fluenzaeとM.catarrhalisの 複 数 菌 感 染1例 は 著 効, S

pneumoniae 1例 は有 効 で あ っ た 。

副作 用 は1例 に 軽 度 の 嘔 気 を認 め た が,投 与 中 止 後 速

やかに消失 した。本剤によると考 えられる臨床検査値異

常変動 は認め られなかった(Table 2)。

今回,呼 吸器感染症7例 を対象 にPZFXの 臨床的検討

を行 った。著効2例,有 効3例,や や有効1例,無 効1

例 と,良 好 な成績であった。

無効1例(No.4)は,下 気道感染 をきた した気管支拡

張症例である。 起炎菌は不明で,PZFXの 投与 によって

も,咳,痰,CRP不 変であ り,無 効 と判定 した。

副作用は1例 に軽度の嘔気 を認めたが,投 与中止後速

やかに消失 し,臨 床上問題 となるものではなかった。 ま

た本剤 によると考えられる臨床検査値異常変動は認め ら

れなかった。

以上の結果 より,PZFXは,呼 吸器感染症 に対 して臨

床的有用性が期待 される薬剤 と考えられる。
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Clinical effects of pazufloxacin on respiratory infections 
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A newly developed oral new quinolone, pazufloxacin (PZFX), was administered to 7 patients with 

respiratory infections at doses of 100mg to 200 mg b.i.d. or t.i.d., and the clinical efficacy and safety were 

assessed. 

The patients consisted of one with acute pharyngitis and 6 with lower respiratory tract infections 

(bronchiectasis in 3 and diffuse panbronchiolitis in 3, as underlying diseases). 

The clinical responses of the patients were"excellent" in 2, "good" in 3, "fair" in 1 and"poor" in 1. 

As to adverse effects, nausea was observed in one case, but it improved promptly upon withdrawal of 

the drug.


